
偶．「膏酔生諾諜涌美章売高霊だ′㍉幸二と‘で略章墨、子こ高「、

即恥ずかしやがら、会計牟塙印と終端亡羊講師でんの畠いが判ち曾かっだので
どう、－う相熱も、どこにやせて頂上再三ら良いが判らなかった。

CJ2：何がきっかけで、羅蔦雷鳥申告、、i／・二宮、′・

樵の三鷹小。

〕：十位が決め率・：慾・／⊃て弊社子羅擁高点高士売一京子・

イ書税関イ九二ある、イ工事上のIe一十十一からの二i純命が大き尊さっかけでした。

また、先生の裁裏年お人‡かこを時でさそうだった二も。

Q4：寮綾上契約してみ“阜ノ”、かかです小字

正罵寵で、紺屋的な三周富岳頂けて大在朗がくぼ下目

Q奪：今後、　左京．ふ：なし“fi：揺しい－（ノ売。＿、、＿蕪瀧謹為れば、葦の士新吉－ぶでも舘膳
‾和上Cy〔当番救えください辛言上

話人の授営為として1よI年生に曾（はすので、基本的や財務戦略小春丸吉や

よくあるつま考で、今やってか席席　が良し十二　曾廿日ごついてお福相の軍務やど

±碕配合頂け丸工青が）がたtIが廿と馬、日夏や。


